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日本旧石器時代遺跡の「環状ブロック群」 

―よりよい研究に向けた問題点の整理― 

阿部ゼミ４年 五十嵐辰博 

 

【研究目的】 
日本の旧石器時代研究においては石製遺物が主な研究材料となっている。石器制作技術の復元を通

して個人にせまろうとする研究がある一方、技術以外の面から集団の規模や生活領域といったものを

復元しようとする研究もある。しかし石器を中心とした限られた遺物から集団にせまることは難しく、

そのような研究には多くの問題を含んでいるのが実情である。本研究では、そのような集団にせまる

研究のひとつとして挙げられる環状ブロック群をめぐる議論を取り上げる。やはりそこには、議論全

体として少なからず問題点が含まれていた。その問題点を整理したうえで、具体的な環状ブロック群

について再検討を試みる。この過程を通じて、石製遺物に頼る日本の旧石器時代研究の問題点を冷静

にとらえつつ、どのような研究方法が有効なのかをつきつめていきたい。 
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結論 

議論が含む問題点の整理 

① 分布状態のくくり方が見た目に頼り恣意的になりや

すい 

② 遺物相互の同時性について十分な検討がなされてい

ない 

③ 行き過ぎた解釈・推測の域を出ない解釈がある 

④ 用語や概念に関して、十分な吟味を要する 

⑤ 他の研究や主張に対する批判的な研究が少ない 

 

代表例の具体的検討－下触牛伏遺跡－ 

・ 報告書のデータそのものに誤りが多い 

・ 剥離と「折れ」は分けて考える必要がある 

・ 長距離間の接合資料は、必ずしも環状ブロック群全体

の同時性の証拠とはならない 

・ 石器集中の理解の相違は、根拠とする分析手法の違い

によるものであると考えられる 

・ 資料から明らかになる事実と、それ以上の推測の部分

との線引きを行い、推測の部分に関しては慎重に議論

をしていく必要がある 

 

日本旧石器時代研究を進めていくうえで重要なこと 

・ このような課題を改めて認識すること 

・ 遺跡調査の方法を適切に選択すること 

・ 事実と推測の線引きを行い、遺跡の解釈はあくまで

「蓋然性の高いもの」というレベルにとどめておく

べきであること



卒業論文発表 20080208 

 

 
 

図１ ブロック間接合図（小菅 2006） 

 
図２ 作成した接合図 

実線＝剥離 破線＝それ以外（「折れ」など） 
 
表１．研究者ごとの論考の相違 

研究者 石器集中の理解 根拠 集団 
大工原豊(1990) ４つの大ブロック群 隣接ブロック間の接合関係 ４つの単位集団 
須藤隆司(1991) 四、五ヵ所程度のユニット 隣接ブロック間の接合関係 ユニット＝単位集団 
栗島義明(1991) 六箇所前後の単位 個体別資料分布 単位＝「世帯」 

中島・軽部(1993) 南北２群 石器組成 （直接の言及なし） 

稲田孝司(2001) 北東と南西に２分 石器器種・石材分布 単一集団 

津島秀章(2007) 北東と南西に２分 石器原産地分析 ２つの単位集団 
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